
ブランディングは戦略的に

言ったことより言った人。同じことを言っても言う人によって相手の受け取り方は全
然違います。これは個人間に限ったことではなく商売の上でも同じです。自社とライバ
ルとやっていることは大差ないのにライバルはすごく景気がよいのはよくあることです。
この差の原因の1つにブランドがあります。ただしブランドはほおっておいて高まるもの
ではなく、基本的に時間もかかります。そのため、ブランドを高めるには中長期的な視
点で戦略的に価値を高めていく必要があります。将来に向けてまずは意識するところか
ら始めてみてはいかがですか？
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ふるさと納税の準備はすすんでいますか？

2021年も11月。残りあと2か月となりました。この時期に少しでも節税したい方には、
ふるさと納税がおすすめです。ふるさと納税を行うことで今年の所得税と来年の市県民
税から2,000円控除後の金額（各人の上限額以内の場合）が減額されます。そして、ふる
さと納税に参加している自治体に寄付を行うことで、寄付した金額の約30%が返礼品とし
て戻ってきます。つまり返礼品分が実質的に減税されることになります。ふるさと納税
は12月31日までが期限です。今年の予想収入をもとに、ふるさと納税用のHPを参考にし
て各人の上限額を計算していただくことがおすすめです。

持ち出し厳禁！

個人事業主より法人のほうが金融機関の信用が高くなるのには大きな理由があります。
法人は個人事業主とは全く別の財布になるからです。個人事業主の場合、財務諸表にプ
ライベートを表す科目があるのでお金を持ち出してもわかりにくくなっています。これ
に対して法人は、個人とは全く別組織なので、お金を持ち出すとすべて記録に残ります。
社長が会社を私物化すればすべて記録に残ります。逆を言えば、私物化していることは
すぐにバレてしまいます。現金の持ち出しは厳禁です。

大澤賢悟です。早いもので今年も紅葉の時期になりました。昨年は
コロナの影響で香嵐渓のライトアップは中止されましたが、今年は
非常事態宣言が解除されたこともあり、実施される予定です。コロ
ナ以前の込み具合を考えると、ソーシャルディスタンスは難しいか
もしれません。観賞の際には各人での注意が必要ですね。

HP


